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全附Ｐ連
平成30年度総会開催
お茶の水女子大学
６月２日土

　
つ
づ
い
て
第
2
部
が
開
催
さ
れ
、
ご
来
賓
を
代

表
し
て
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
大
学
振
興
課
教

員
養
成
企
画
室
長
の
髙
田
行
紀
様
か
ら
ご
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
後
、
全
附
P
連
表
彰
が
行
わ
れ
、

会
長
賞
を
受
賞
し
た
北
海
道
教
育
大
学
附
属
特
別

支
援
学
校
の
「
父
母
と
先
生
の
会
」
に
よ
る
活
動

事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
（
内
閣
府
よ
り
）、
財
政
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
財
務
省
よ
り
）、
金
融
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
金
融
庁
よ
り
）、
地
域
学
校
協
働
活
動
（
文

部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
よ
り
）、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会
と

全
附
連
と
の
連
携
（
同
組
織
委
員
会
よ
り
）、
全

附
P
連
創
立
65
周
年
ビ
ジ
ョ
ン
、
い
じ
め
対
策

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
奨
学
金
制
度
の
調
査
報
告
、
あ
い

サ
ポ
ー
ト
運
動
、全
附
P
連
P
T
A
研
修
会
な
ど
、

各
活
動
に
つ
い
て
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
の
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。�

（
三
浦
　
享
）

　
今
年
の
総
会
は
2
部
構
成
で
行
わ
れ
、
第
1
部

で
は
、
平
成
29
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
、

会
則
の
変
更
、
平
成
30
年
度
の
役
員
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
の
休
会
中
に
平
成
30
年
度
の
新
理
事
・
監
事
に

よ
る
第
1
回
理
事
会
を
開
催
。
呉
本
啓
郎
会
長
が

再
選
（
全
附
P
連
と
し
て
10
年
ぶ
り
）
さ
れ
、

新
会
長
か
ら
事
業
計
画
案
と
予
算
案
の
説
明
が
あ

り
、
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
4
月
に
現
職
に
就
い
て
か
ら
附

属
学
校
園
を
何
度
か
訪
問
し
ま
し

た
。
そ
の
際
、
附
属
学
校
園
に
は

教
員
向
け
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
や
目

標
も
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
確

か
な
授
業
力
」、「
豊
か
な
学
級
経

営
力
」、「
先
進
的
な
教
育
研
究
力
」

等
で
す
。

　
国
立
の
教
員
養
成
大
学
・
学
部

の
目
的
は「
優
れ
た
教
員
を
育
成
」

す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
附
属
す

る
学
校
園
は
、
教
育
実
習
や
教
育

研
究
を
通
じ
て
、
そ
の
目
的
を
追

求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
附
属
学
校
園
の
使
命
は
「
我

が
国
や
地
域
の
教
育
を
リ
ー
ド

し
、
良
き
モ
デ
ル
を
示
す
」
こ
と

で
す
が
、
こ
れ
は
、
教
員
や
教
員

志
願
者
の
日
々
の
研
鑽
や
切
磋
琢

磨
の
中
か
ら
、
そ
し
て
、
そ
の
姿

に
共
感
し
、
共
鳴
す
る
子
ど
も
や

保
護
者
の
支
え
の
中
か
ら
、
果
た

さ
れ
て
い
く
も
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
原
点
を
踏
ま
え
、附

属
学
校
園
で
具
体
的
な
改
革
の
取

組
を
進
め
、少
し
で
も
多
く
の
学

校
や
教
員
に
そ
の
成
果
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。文
部
科
学
省
で
は
、全
附
連

と
と
も
に
、こ
の
改
革
と
周
知
に
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
全
附
連
理
事
長
を

務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
藤
原

で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
、

昨
年
8
月
「
教
員
需
要
の
減
少
期

に
お
け
る
教
員
養
成
・
研
修
機
能

の
強
化
に
向
け
て
―
国
立
教
員
養

成
大
学
・
学
部
、
大
学
院
、
附
属

学
校
の
改
革
に
関
す
る
有
識
者
会

議
報
告
書
」
が
出
さ
れ
、
附
属
学

校
園
に
つ
い
て
も
様
々
な
観
点
か

ら
の
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
全
附
連
は
昨

年
、
全
国
の
附
属
学
校
園
に
向
け

て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
組
織
改
革
、
教
育
実
習
の
拡

充
、
教
職
大
学
院
と
の
連
携
、
研

　
P
T
A
活
動
の
第
一
義
は
「
子

ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
の
充
実
と

安
心
・
安
全
の
確
保
」
に
他
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
中
に
お
い
て
、
各

学
校
園
の
単
位
P
T
A
の
役
割

は
し
っ
か
り
と
子
ど
も
た
ち
と
学

校
に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
す
る
こ

と
で
す
。
そ
し
て
、
連
合
会
の
役

割
は
情
報
交
換
や
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
活
動
な
ど
を

通
じ
て
、
各
単
位
P
T
A
と
学

校
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
そ
の
よ
き
環

境
の
実
現
・
維
持
を
支
援
す
る
こ

と
だ
と
考
え
ま
す
。

　
さ
て
、昨
今
、国
立
大
学
再
編
・

統
合
の
大
き
な
流
れ
の
中
、
全
国

の
多
く
の
国
立
大
学
が
運
営
費
交

付
金
を
年
々
削
減
さ
れ
、
さ
ら
に

究
の
公
開
・
活
用
、
地
域

貢
献
の
あ
り
方
な
ど
、
実

に
多
く
の
学
校
園
が
積
極

的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
一
方
、
実
施

し
て
い
る
様
々
な
事
業
に

つ
い
て
、
そ
れ
ら
が
大
学

の
ポ
リ
シ
ー
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
も
の
で
あ
る
か
を
周
知
す
る

こ
と
に
関
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
多
く

の
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　
附
属
学
校
園
は
こ
れ
ま
で
も
優
れ

た
取
り
組
み
を
実
践
し
、
地
域
へ
の

貢
献
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
ら

の
成
果
を
「
独
り
よ
が
り
」
で
は
な

く
、
し
っ
か
り
周
り
の
皆
さ
ん
か
ら

も
認
め
ら
れ
て
い
る
と
自
信
を
持
っ

て
客
観
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
―
―
、
こ
れ
が
最
大
の
鍵
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
全
附
連
は
こ

の
点
を
念
頭
に
置
い
て
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
支

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

そ
の
学
術
的
な
特
性
や
少

子
化
な
ど
と
合
わ
さ
っ
て

附
属
学
校
の
母
体
で
あ
る

教
員
養
成
系
大
学
・
学
部

は
、
こ
と
さ
ら
厳
し
い
環

境
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
波
は

附
属
学
校
に
も
押
し
寄
せ

て
い
ま
す
。
昨
今
の
附
属

学
校
に
対
す
る
様
々
な
厳
し
い
議
論

は
こ
こ
が
原
点
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、連
合
会
で
は「
子

ど
も
た
ち
と
こ
の
国
の
未
来
の
た
め

に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
、
各
単
位

P
T
A
と
と
も
に
、
こ
の
問
題
の

唯
一
の
根
本
的
解
決
手
段
と
考
え
る

附
属
学
校
の
「
改
革
」
と
「
周
知
」

を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
や
、
さ
ら
に
そ
の
子

ど
も
た
ち
が
生
き
る
こ
の
国
の
未
来
の

た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
附
属
学
校
が

さ
ら
に
輝
き
続
け
る
よ
う
、
両
輪
の

使
命
感
を
も
って
活
動
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
今
後
と
も
、
何
卒
、

ご
理
解
、ご
協
力
と
と
も
に
、ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
れ
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

•••

 附属学校園の使命と目標 •••

附属の大きな成果を
客観的に示せるように

不変の使命と
時代に応じた使命

全
議
案
、満
場一致
で
可
決

全
附
P
連
と
し
て
10
年
ぶ
り
に

呉
本
会
長（
大
阪
教
育
高

平
野
校
舎
　）が
再
選

文
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省
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�
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盟
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2 〜 3 面

4 面

5 面

6 面

　
第
66
回
全
国
国
立
大
学
附
属
学
校
P
T
A
連
合
会
（
全

附
P
連
）
総
会
が
、
平
成
30
年
6
月
2
日
、
お
茶
の
水
女

子
大
学
共
通
講
義
棟
2
0
1
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

模
様
を
全
国
の
会
員
の
皆
様
に
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

全
附
P
連

「
改
革
へ
向
け
て
…
」

�

4
学
校
園
事
例
報
告 

紹
介

文
部
科
学
省

初
等
中
等
教
育
局
教
職
員
課
課
長

�

柳
澤
好
治 

様

鳴
門
教
育
大
学
学
長�

山
下
一
夫 

氏

新
潟
大
学
附
属

長
岡
中
学
校
校
長�

土
佐
幸
子 

氏

平
成
30
年
度 

新
体
制

委
員
会
活
動
・
活
動
方
針

開催

附
属
学
校

連
絡
協
議
会

寄稿

寄稿

国
立
大
学
附
属
学
校
の
教
職
員

及
び
P
T
A
に
期
待
す
る
こ
と

知
れ
ば
知
る
ほ
ど 

ナ
ッ
ト
ク
！

再
発
見
！
「
附
属
の
魅
力
」
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平成30年度 委員会活動

平成30年度 全国国立大学附属学校PTA連合会 役員・理事・監事・顧問・評議員構成

　　　　　　　　　　　　　　　

1． 総務全般
2．  諸会議の設営（総会・正副会⾧会・理事会・評議員会・地区会⾧会、運営企画

会議）
3． 地区間交流事業の実施
4． 土曜・放課後活動等助成金事業の実施
5． いじめ対策活動等助成金事業の実施
6． いじめ防止プログラム関係業務
7． 子どもの貧困に関する調査研究と対策の検討（東京学芸大学との連携）
8． 表彰の企画・運営
9． 文部科学省をはじめとする関係省庁、関係団体との連携
10． 運営企画会議への参画
11． PTA研修会第9回全国大会への参画
12． 広報活動（ホームページ運営含む）への協力
13． その他

　　　　　　　　　　　　　　　

1． 会計業務全般
2． カンガルー保険関係業務
3． 財政教育プログラム関係業務（財務省との連携）
4． 金融経済教育プログラム関係業務（金融庁との連携）
5． 附属学校の産学連携に関する調査研究
6． 運営企画会議への参画
7． PTA研修会第9回全国大会への参画
8． 広報活動（ホームページ運営含む）への協力
9． その他

　　　　　　　　　　　　　　　

1． PTA研修会第9回全国大会の企画・運営
2． 全国大会実行委員会の運営
3． PTA研修会第10回全国大会の企画
4． 附属学校の産学連携に関する調査研究
5． 附属学校の存在意義を高める教育プログラムの開発
6． 運営企画会議への参画
7． 広報活動（ホームページ運営含む）への協力
8． その他

　　　　　　　　　　　　　　　

1． 広報活動全般（情報収集・情報発信・取材対応）
2． 附属だよりの企画・取材・編集・発行
3． ホームページの企画・運営
4． 絵画コンクールの実施（主管校：茨城大学教育学部附属学校園）
5． 特別広報活動（附属学校に関する戦略的広報活動）の企画・運営
6． 運営企画会議への参画
7． PTA研修会第9回全国大会への参画
8． その他

　　　　　　　　　　　　　　　

1． カンガルーシップ活動助成金事業の企画・実施
2． 特別支援学校に関する調査研究
3． 就労支援キャンペーン関係業務
4． あいサポート運動関係業務
5． 関係団体との連携
6． 運営企画会議への参画
7． PTA研修会第9回全国大会への参画
8． 広報活動（ホームページ運営含む）への協力
9． その他

〈特別委員会・実行委員会〉

　　　　　　　　　　　　　　　

1． PTA研修会第9回全国大会の連絡・調整・実施
2． PTA研修会第10回全国大会の企画・連絡・調整
3． その他

　　　　　　　　　　　　　　　

1． 附属学校改革に関する情報収集・情報発信・諸対応
2． 特別広報活動（附属学校に関する戦略的広報活動）の企画
3． 附属学校応援組織設立の調査研究・実施
4． 運営企画会議の企画・運営
5． 必要とされる活動についての検討と割り振り
6． 活動についての検証
7． その他

総 務 委 員 会

財 務 委 員 会

研 修 委 員 会

広 報 委 員 会

特 別 支 援 委 員 会

全 国 大 会 実 行 委 員 会

戦略的活動特別委員会

担当副会長（主）
神余　智夫 板倉　雄一郎 三浦　享

（香川坂出幼小中） （福島中） （長崎小）
担当副会長（副） 大竹専務理事（兼任）大竹専務理事（兼任） 神余副会長（兼任） 大竹専務理事（兼任） 神余副会長（兼任）

委員会 総務 財務 特別支援 研修 広報

委員長
萩原　清明 平岡　昌純 谷田部　秀男 宮永　尚 北島　一人

（奈良女子中等） （富山中） （香川高松小） （大分小） （鳴門教育中）

副委員長

田代　規光 西村　寧 増田　梓 三輪　慶一郎 中村　裕治
（筑波高） （滋賀小） （神戸特支） （東京学芸国際中等） （北海道教育旭川中）
山下　浩史 江口　浩代 桑名　良尚 宮崎　秀夫
（鳥取小） （筑波大塚特支） （三重中） （信州長野中）

監　事
大倉　宏治 鈴木　信雅
（岡山小） （福島中）

顧　問
小塚　泰博 竹川　裕之 鎌田　城行 安村　俊己 岡部　太郎

平成29年度　副会長 平成29年度　副会長 （宮城教育中） 平成24年度　会長 平成19・20年度　会長

学校連盟選出
理事

関田　義博 吉田　隆 根本　文雄
（東京学芸小金井小） （奈良女子中等） （筑波大塚特支）

評議員
玉村　公二彦 堀内　かおる 丸山　研一 菊池　美千世 髙橋　幸子
（奈良教育幼） （横浜国立横浜小） （千葉中） （お茶の水女子高） （筑波大塚特支）

評議員
北海道地区（会長　服部　直毅） 東北地区（会長　志賀浪　健） 関東地区（会長　安藤　拓郎）

服部　直毅 今津　寛介 志賀浪　健 伊藤　欣司 安藤　拓郎 中島　隆博
（北海道教育札幌中） （北海道教育旭川小） （山形幼） （岩手中） （埼玉中） （筑波駒場高）

北信越地区（会長　桐生　利勝） 東海地区（会長　岡本　達明） 近畿地区（会長　萩原　清明）
桐生　利勝 出口　淳 岡本　達明 隂山　明典 今井　康次 寺畑　俊雄

（新潟長岡中） （福井義務教育前期） （岐阜小） （静岡静岡小） （大阪教育平野小） （神戸小）
中国地区（会長　三浦　陽子） 四国地区（会長　山口　和行） 九州地区（会長　薬真寺　哲也）

三浦　陽子 小橋　倫太郎 山口　和行 中本　雅彦 薬真寺　哲也 中川　恵司
（広島中高） （岡山小） （鳴門教育中） （高知中） （大分中） （福岡教育久留米中）

特別委員会・実行委員会

全国大会実行委員会 戦略的活動特別委員会
実行委員長 委員長

三浦副会長（兼任） 神余副会長（兼任）

副実行委員長 副委員長
宮永研修委員長（兼任） 北島広報委員長（兼任）

全委員会
専門委員

横堀 太郎（宇都宮中）
大嶽 達哉（愛知教育名古屋中）

大会準備員

監事・顧問
大倉監事（兼任）
安村顧問（兼任）
鎌田顧問（兼任）

直前会長
井上　恒治

平成28年度 会長
会　長

呉本　啓郎
（大阪教育高平野校舎）

専務理事
大竹　昌士
（茨城中）

事務局
事務局長 田中　一晃

理事会推薦理事 地区推薦理事
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平成30年度 活動基本方針 全国国立大学附属学校PTA連合会

役員・委員長・監事・顧問・地区会長の活動方針
井上　恒治　直前会長
前任会長としての職務経験を活かし、
業務全般について会長の諮問に応じ、
連合会の更なる発展のため全力でサ
ポートさせていただきます。

神余　智夫　�副会長（総務・特別支援・広報委員会担当）／�
戦略的活動特別委員長

有識者会議を受けて附属学校に改革の波が来
ています。戦略的活動特別委員会は、この国
の未来を拓く附属学校を戦略的に支えます。

板倉　雄一郎　�副会長� �
（財務・特別支援委員会担当）

財政教育・金融経済教育プログラム、カンガ
ルーシップ活動助成金事業など全附P連の活
動にご理解とご協力をお願いいたします。

三浦　享　�副会長（広報・研修委員会担当）／
全国大会実行委員長

連合会が目指す附属学校の「改革」と「周知」、
そして単P振興を後押しすべく、全国研修
大会と各種広報活動の充実を図ります。

1年間、何卒、宜しくお願い申し上げます。 大竹　昌士　専務理事（財務・研修委員会担当）
今年度も連合会で行う事業を推進して
いくとともに、関係省庁や諸団体との
連携を深め附属学校での取り組みを、
さらに充実して参ります。

萩原　清明　�総務委員長／� �
近畿地区会長

理事・地区会長として、変化を嘆くより、変化
を恐れることなく可能性に満ちた未来を、そし
て次世代に託していく為の活動を行います。

平岡　昌純　財務委員長
会計・財務の管理業務だけでなく、財
政教育プログラムの更なる普及促進と
金融経済教育プログラムの改良及び普
及を進めていきます。

谷田部　秀男　特別支援委員長
カンガルーシップ活動、あいサポート
運動などの活動を通して子どもたちの
豊かな未来のため、全力でサポートし
て参ります。

宮永　尚　研修委員長
第 9回全国大会が参加者の皆様にとっ
て実りある研修会になるように、また、
情報共有できる場になるように企画運
営していきます。

北島　一人　�広報委員長／� �
戦略的活動特別委員会副委員長

附属学校内外に対し「正確な情報・見
識の周知」を実現させるため、戦略的
かつ丁寧な広報活動に努めて参ります。

大倉　宏治　監事
今年度監事を務めさせて頂きます。監
事の役割も年々責務が増しておりま
す。職業専門家の経験を活かし微力な
がら尽くして参ります。

鈴木　信雅　監事
全附P連の活動も年々多岐にわたり、
かつ重要さを増してきております。
日々の活動が報われ、より有意義とな
るよう監査業務に努めてまいります。

小塚　泰博　顧問
全附P連で培った理事4年間の経験を
生かし、特に今秋の全国大会がさらに
実り多い会となるよう、全力を尽くし
てサポートいたします。

竹川　裕之　顧問
今年は強力な顧問団の一員として、豊
かな経験と知識、そしてチームワーク
の良さで、全附P連の皆様を裏から支
えます。

鎌田　城行　顧問
「公教育を支える」。全附連の使命を果
たすため、戦略的活動特別委員会が立
ち上げられました。微力ながら尽力邁
進する決意です。

安村　俊己　顧問
全附P連の活動に参加する機会をいた
だけたことに感謝しつつ在京の顧問と
してできる限りの業務を行います。

岡部　太郎　顧問
附属特支を卒業し福祉就労する子ども
の保護者として、特支委員会活動及び
校種を超えた附属の総合力を生かした
活動を支援します。

服部　直毅　北海道地区会長
北海道地区は 1大学 4キャンパス11校園
です。各校間の距離は離れていますが、
思いを 1つにしてこどもたちとこの国の
未来のために活動してまいります。

志賀浪　健　東北地区会長
東北は広いせいもありなかなか集合す
るにも大変な部分もありますのでコ
ミュニケーションを密に活動していけ
ればと思います。

安藤　拓郎　関東地区会長
附属学校の良さを、広く、より良くア
ピールできるよう 1年間微力ながら頑
張っていこうと思っていますので宜し
くお願いします。

桐生　利勝　北信越地区会長
北信越地区大会では「対話」と「交流」
に重きをおき、各校園の特色の周知を
変革へと繋げ、将来的に持続可能な
ネットワークの構築を目指します。

岡本　達明　東海地区会長
本年度、東海地区は「共生社会の到来
に向けて」をテーマに、子供の成長の
段階に応じた社会との共生、様々な立
場の人たちとの共生を考えます。

三浦　陽子　中国地区会長
みんなが輝く社会に向けて子どもの未
来を応援することを主題に活動を進め
てまいります。11月の広島大会への皆
様のご参加をお待ちしています。

山口　和行　四国地区会長
四国 4県の附属学校園が公共性を持ち、
地域のモデル校としての貢献や役割を
果たせる為に、より良いサポーターと
して精一杯活動をさせて頂きます。

薬真寺　哲也　九州地区会長
子どもたちの未来のために「九州から
改革の風を！」附属学校園の社会的・
経済的資産となる同窓会、経済同友会、
政治連盟を起ち上げます。
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ら
れ
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。
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す
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割
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郎
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附
属
長
岡
校
園
で
は
、
附
属
学

校
の
存
在
意
義
が
厳
し
く
問
わ
れ

る
中
、
幼
小
中
の
教
員
が
一
体
と

な
っ
て
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
30
年
以
上
続
け
て
い
る
幼
小

中
合
同
の
大
運
動
会
や
、
校
種
を

ま
た
い
で
の
授
業
実
践
の
他
、
文

科
省
指
定
を
受
け
た
教
育
研
究
を

行
っ
て
お
り
、
深
い
連
携
の
下
、

取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
昨
年
8
月
の
有
識
者
会
議
報
告

書
を
受
け
、
新
し
い
附
属
校
園
の

在
り
方
に
つ
い
て
学
部
と
の
協
議

や
校
園
経
営
会
議
を
重
ね
、
大
学

本
部
、
学
部
も
文
部
科
学
省
と
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
2

月
に
、
北
信
越
地
区
の
勉
強
会
を

長
岡
で
実
施
し
た
こ
と
も
よ
い
契

機
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
附

属
長
岡
校
園
は
幼
小
中
が
一
つ
の

敷
地
に
あ
る
条
件
を
生
か
し
、
①

12
年
の
一
貫
教
育
を
中
核
に
、
②

　
大
阪
教
育
大
学
附
属
校
園
の
う

ち
、
平
野
地
区
に
は
幼
・
小
・
中
・

高
・
特
支
の
五
校
園
が
そ
ろ
っ
て
い

る
。
平
野
五
校
園
で
は
、「
国
・
地

域
の
教
育
界
へ
の
貢
献
」「
大
学
の

教
員
養
成
や
研
修
等
へ
の
貢
献
」「
地

域
住
民
へ
の
貢
献
」を
果
た
す
た
め
、

連
携
し
な
が
ら
様
々
な
取
組
を
進
め

て
い
る
。

　「
国
・
地
域
の
教
育
界
へ
の
貢
献
」

と
し
て
、「
平
野
五
校
園
共
同
研
究
」

や
「
教
員
研
修
会
」
を
通
し
て
成
果

の
普
及
に
努
め
て
い
る
。「
平
野
五

校
園
共
同
研
究
」は
全
体
テ
ー
マ「
生

涯
発
達
的
視
点
に
基
づ
い
た
校
種
間

連
携
一
環
教
育
」
の
も
と
、
現
在
第

4
期
（
9
年
目
）
を
迎
え
て
い
る
。

共
同
研
究
で
は
、
各
校
園
の
研
究
主

任
や
正
副
校
園
長
が
隔
月
集
ま
っ
て

研
究
推
進
に
向
け
た
検
討
を
重
ね
る

と
と
も
に
、
年
3
回
全
教
員
が
集
ま

り
、
大
阪
教
育
大
学
の
3
名
の
教
員

も
迎
え
な
が
ら
研
修
や
ワ
ー
ク

　
本
校
が
考
え
て
い
る
改
革
は
、

本
校
お
よ
び
地
域
の
現
状
問
題
か

ら
発
し
た
改
革
で
す
。
ま
ず
本
校

の
問
題
を
明
確
に
す
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
た
。
問
題
点
は
「
障
害

の
あ
る
児
童
へ
の
対
応
」「
心
理

社
会
的
要
因
に
よ
り
（
生
き
に
く

さ
）の
あ
る
児
童
へ
の
対
応
」「
二

次
的
な
問
題
（
い
じ
め
・
不
登

校
・
生
活
不
活
発
病
）へ
の
対
応
」

「
保
護
者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
や
相

談
へ
の
対
応
」「
県
内
公
立
学
校

と
の
教
育
課
題
の
共
有
」「
教
員

の
力
量
向
上
」
の
6
項
目
に
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
現
状

問
題
と
地
域
教
育
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
て
次
の
よ
う
な
改
革
に
向
け

た
5
つ
の
骨
子
を
策
定
し
ま
し

た
。
①
学
校
組
織
・
運
営
の
見
直

し
と
業
務
削
減
　
②
通
級
指
導
教

　
島
根
県
は
、
人
口
46
番
目
、
超
少

子
化
、
超
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
県

で
す
。
ま
た
、
今
後
10
年
の
間
に
、

公
立
小
・
中
学
校
の
約
40
％
の
教
員

が
退
職
し
、
教
員
の
年
齢
構
成
も
大

き
く
変
わ
り
ま
す
。
一
方
、
全
国
の

附
属
学
校
園
の
存
在
意
義
が
問
わ

れ
、
厳
し
い
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
地
域
の
状
況
や
附
属
学
校
園

の
課
題
を
冷
静
に
謙
虚
に
受
け
止

め
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
学

校
園
と
し
て
の
改
革
を
、
確
実
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
学
校
園
で
は
、
存
在
意
義
を
明

確
に
し
、
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め

に
、
様
々
な
改
革
と
魅
力
化
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
一
端
を
お

伝
え
し
ま
す
。
教
員
一
人
一
人
が
、

組
織
と
し
て
の
公
共
性
、
公
益
性
を

い
か
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
と

い
う
意
識
を
持
ち
、
そ
の
実
現
の
た

め
の
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
全
て
の
教
員
が
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
い
言
葉
で
、
附
属
学
校
園
の

地
域
の
教
員
の
た
め
の
多
様
な

研
修
、
③
時
代
を
リ
ー
ド
す
る

研
究
開
発
、
④
地
域
の
課
題
に

向
き
合
っ
た
取
組
、
を
今
後
の

方
向
性
の
柱
と
し
ま
し
た
。

　
勉
強
会
を
通
し
て
明
ら
か
に

な
っ
た
課
題
は
、
附
属
校
園
が

示
す
方
向
性
が
、
県
教
委
や
地

域
の
ニ
ー
ズ
と
合
致
し
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
大
学
の
教
員
養

成
や
研
究
に
お
い
て
、
教
育
委

員
会
等
の
要
望
を
反
映
さ
せ
る

役
割
を
附
属
校
園
が
果
た
し
て

い
る
の
か
、と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
受
け
、
今
年
度
は

3
つ
の
取
組
を
始
め
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
①
附
属
校
園

が
あ
る
新
潟
県
中
越
地
域
の

10
市
の
教
育
長
と
附
属
長
岡

校
園
の
役
割
や
期
待
す
る
こ

と
等
に
つ
い
て
の
懇
談
、
②

研
究
会
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

の
工
夫
に
加
え
昨
年
度
の
参

加
者
へ
の
事
後
ア
ン
ケ
ー

ト
、
③
研
究
会
で
の
新
た
な

シ
ョ
ッ
プ
、
協
議
等
を
行
っ
て

い
る
。
9
年
間
の
取
組
に
よ
り

教
員
間
の
交
流
の
機
会
が
増

え
、
協
働
で
き
る
風
土
が
醸
成

す
る
な
ど
の
効
果
が
見
ら
れ

た
。
今
後
は
研
究
成
果
が
公
立

学
校
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
活
用
さ

れ
る
こ
と
、
地
域
の
教
員
も
参

画
で
き
る
こ
と
な
ど
を
め
ざ
し

て
い
る
。
一
方
、
各
校
園
で
実

施
す
る「
教
員
研
修
会
」で
は
、

全
国
や
地
域
の
教
員
に
参
加
を

よ
び
か
け
、
各
校
園
の
教
育
実

践
の
成
果
等
に
つ
い
て
研
修
や

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
な

か
に
は
公
立
学
校
の
教
員
研
修

の
一
部
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
例
も
あ
る
。

　「
大
学
の
教
員
養
成
や
研
修

等
へ
の
貢
献
」
に
つ
い
て
は
、

大
阪
教
育
大
学
の
授
業
「
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
入
門
」

で
平
野
地
区
教
員
が
講
義
す
る

と
と
も
に
、
当
該
学
生
が
小
・

中
・
高
を
訪
れ
、
授
業
視
察
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
教
育
実
習

で
は
五
校
園
が
揃
う
点
を
い
か

室
の
設
置
と
特
別
支
援
教
育
の

研
究
　
③
異
年
齢
集
団
の
教
育

効
果
の
研
究
　
④
外
国
人
の
子

ど
も
へ
の
教
育
　
⑤
公
立
校
と

の
研
究
協
働
と
人
事
交
流
で

す
。
こ
の
5
つ
の
骨
子
は
①
を

中
核
と
し
、
教
員
と
児
童
が
十

分
に
関
わ
れ
る
時
間
の
確
保
を

す
す
め
、
②
か
ら
⑤
の
改
革
に

つ
い
て
は
で
き
る
も
の
は
同
時

並
行
し
て
、
内
容
を
関
係
付
け

な
が
ら
進
め
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
改
革
を
す
す
め
る
た
め

平
成
二
十
九
年
度
の
九
月
よ
り

計
画
し
行
動
し
始
め
て
い
ま

す
。
中
核
と
な
る
①
の
改
革
に

つ
き
ま
し
て
は
今
年
度
よ
り
、

効
率
的
・
機
能
的
な
学
校
運
営

体
制
作
り
と
し
て
校
内
組
織
の

見
直
し
や
校
内
会
議
の
整
理

を
、
教
職
員
の
業
務
改
善
と
し

て
出
勤
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
共

有
し
て
き
ま
し
た
。

　
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
使
命
、
組
織

の
存
在
理
由
、
役
割
）
を
「
実

践
研
究
を
通
し
て
、
地
域
の
教

育
の
発
展
に
貢
献
す
る
」
ビ

ジ
ョ
ン（
将
来
の
望
ま
し
い
姿
、

状
態
）
を
「
自
ら
の
授
業
力
の

向
上
を
め
ざ
す
こ
と
で
、
地
域

の
教
員
の
指
導
力
、
授
業
力
が

向
上
し
て
い
る
」
も
っ
と
端
的

に
言
う
な
ら
ば
、「
私
た
ち
の

成
果
は
附
属
の
外
の
世
界
（
地

域
）
が
変
わ
る
こ
と
」
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
実
践
や
組
織
の
中

に
あ
る
課
題
、
強
み
の
再
発
見

と
共
に
、
変
え
て
は
い
け
な
い

こ
と
、
変
え
て
い
い
こ
と
を
見

極
め
な
が
ら
、
選
択
と
集
中
に

よ
る
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
一
つ

が
、
研
究
会
、
研
究
紀
要
等
の

情
報
発
信
の
見
直
し
で
す
。
附

属
学
校
園
の
公
開
研
究
会
、
研

究
紀
要
を
廃
止
し
、
公
立
学
校

の
教
員
に
還
元
し
や
す
い
授
業

実
践
事
例
と
し
て
集
約
し
、

情
報
提
供
と
し
て
、
附
属
長
岡

校
園
が
取
り
組
ん
で
い
る
働
き

方
改
革
と
姉
妹
校
交
流
か
ら
見

え
る
中
国
の
学
力
向
上
の
取
組

の
発
表
、
で
す
。

　
今
後
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を

し
っ
か
り
と
把
握
し
、
大
学
や

学
部
と
一
体
感
の
あ
る
校
園
経

営
や
研
究
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、
地
域
が
抱
え
る
教
育
課
題

に
正
対
し
た
教
育
研
究
に
よ
る

解
決
策
の
提
案
等
を
行
い
、
中

越
地
域
、
新
潟
県
で
の
役
割
や

期
待
に
さ
ら
に
応
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
た「
五
校
園
連
携
教
育
実
習
」

を
実
施
し
、
配
属
校
だ
け
で
な

く
他
校
園
で
参
観
・
考
察
す
る

機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

　
ま
た
、「
地
域
住
民
へ
の
貢

献
」
と
し
て
、
昨
年
度
3
月
、

各
校
園
の
教
育
後
援
会
・
振
興

会
の
連
合
組
織
で
あ
る
「
平
野

五
校
園
連
合
会
」
と
「
平
野
五

校
園
」
と
の
共
同
開
催
に
よ
る

防
災
教
育
「
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ
バ

ン
」
を
実
施
し
た
。
N
P
O

や
区
役
所
、
消
防
署
の
参
加
も

得
な
が
ら
、
五
校
園
の
子
ど
も

や
保
護
者
、
地
域
住
民
約

9
0
0
人
が
附
属
平
野
小
学
校

に
集
ま
り
、
楽
し
み
な
が
ら
防

災
活
動
を
学
ん
だ
。
大

き
な
盛
り
上
が
り
が
あ

り
次
年
度
以
降
継
続
へ

の
手
応
え
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
。
今
後

は
、
大
学
や
地
域
の
行

政
機
関
と
の
連
携
を
拡

大
し
な
が
ら
、
地
域
と

つ
な
が
る
契
機
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

や
留
守
番
電
話
機
能
を
使
っ
て

電
話
で
の
対
応
時
間
の
設
定
、

校
務
支
援
ソ
フ
ト
の
導
入
に
よ

り
指
導
要
録
、
通
知
表
を
は
じ

め
各
書
類
作
成
時
間
の
短
縮
を

行
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
改
革
②
に
つ
き
ま
し
て

は
リ
ソ
ー
ス
ル
ー
ム
の
準
備

を
、
改
革
③
で
は
複
式
学
級
を

異
年
齢
集
団
と
捉
え
、
本
校
複

式
学
級
と
県
内
複
式
学
級
と
の

交
流
を
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た

改
革
④
で
は
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア

の
P
Y
P
を
参
考
と
し
た
方

法
の
検
討
を
す
る
た
め

に
講
師
を
招
聘
し
て
職

員
研
修
を
行
い
ま
す
。

　
今
後
も
各
骨
子
の
具

体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
描

き
つ
つ
改
革
を
進
め
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

H
P
で
公
開
す
る
形
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
学
部
教
員
と
連

携
し
た
定
期
的
な
研
修
会
（
平

成
30
年
度
は
26
回
の
開
催
予

定
）
や
附
属
学
校
を
活
用
し
た

県
の
初
任
者
研
修
会
の
開
催

等
、
地
域
の
教
員
研
修
校
と
し

て
の
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
附
属
学
校
園

の
魅
力
が
発
揮
さ
れ
る
た
め
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

● ● ●「改革へ向けて…」　事例報告 紹介 ● ● ●

　平成30年度総会に先立って、6月2日（土）9時45分からお茶の水女子大学講堂に於いて、文部科学省、
日本教育大学協会、全附連盟の方にもご参加いただき、附属学校連絡協議会が開催されました。その中で「国
立教員養成大学・学部、大学院、附属学校の改革に関する有識者会議」の報告書にいかに対応してゆくかの
議論がなされ、「改革へ向けて」と題して、4つの学校園から事例報告がありました。

金
沢
大
学 

人
間
社
会
学
域

学
校
教
育
学
類 

附
属
小
学
校

島
根
大
学
教
育
学
部 

�

附
属
学
校
園（
幼・小・中
）

新
潟
大
学
教
育
学
部 

�

附
属
長
岡
校
園

大
阪
教
育
大
学 

�

附
属
平
野
地
区
五
校
園

幼小中の連携で進める
附属長岡校園の改革

大阪教育大学附属平野地区五校園
の連携と改革

現状問題から発した改革

私たちの成果は
地域が変わること

校長　盛一　純平

校長　齋藤　英明

附属中副校長 　柳沢　学

副校長　堀川理介

附属⾧岡校園と 4 つの方向性

附 属 学 校 連 絡 協 議 会  開 催
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文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
職
員
課
長

の
柳
澤
で
す
。
昨
年
度
ま
で
3
年
間
、
国
立
教

員
養
成
大
学
や
国
立
大
学
附
属
学
校
を
担
当
す

る
高
等
教
育
局
大
学
振
興
課
教
員
養
成
企
画
室

長
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
国
立
大

学
や
そ
の
附
属
学
校
の
教
員
に
と
ど
ま
ら
な

い
、
国
公
私
立
大
学
や
教
育
委
員
会
等
に
お
け

る
教
員
の
養
成
・
採
用
・
研
修
に
関
す
る
仕
事

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
関
係
の
深
い
組
織
と
し

て
、
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
あ
る
独
立
行
政
法
人

教
職
員
支
援
機
構
（
2
0
1
7
年
4
月
に
教
員

研
修
セ
ン
タ
ー
か
ら
改
組
）
が
あ
り
、
附
属
学

校
の
教
員
の
皆
様
の
中
に
は
、
同
機
構
で
の
中

央
研
修
等
を
受
け
た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。

　
教
員
養
成
企
画
室
を
離
れ
た
立
場
と
し
て
半

年
近
く
が
経
ち
、
附
属
学
校
に
つ
い
て
改
め
て

強
く
感
じ
る
こ
と
は
、
附
属
学
校
は
「
動
く
」

こ
と
が
強
く
期
待
さ
れ
て
い
る
存
在
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
現
在
担
当
し
て
い
る
教
員
の
養

成
・
採
用
・
研
修
に
関

す
る
制
度
の
改
正
や
事

業
の
実
施
等
の
仕
事
は
、

そ
れ
を
率
先
し
て
実
質

化
し
て
い
た
だ
け
る
学

校
等
が
あ
っ
て
こ
そ
、
効

果
が
確
実
に
現
れ
、
全
国

に
浸
透
し
て
い
き
ま
す
。

文
部
科
学
省
か
ら
見
て
、

附
属
学
校
を
は
じ
め
と

す
る
、
時
代
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
し
て
率
先
し

て
動
い
て
い
た
だ
け
る

学
校
は
、
大
変
あ
り
が
た

く
頼
り
に
な
る
存
在
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま

す
。
ま
た
、全
国
の
大
半
の
学
校
に
と
っ
て
も
、

先
進
的
に
動
い
て
好
事
例
を
示
し
て
く
れ
る
附

属
学
校
に
対
す
る
期
待
は
非
常
に
大
き
い
と
思

い
ま
す
。

　
国
立
大
学
附
属
学
校
は
、
公
立
学
校
等
と
の

違
い
は
あ
る
と
は
い
え
、
抱
え
て
い
る
教
育
課

題
の
根
本
は
同
様
で
す
し
、
総
体
的
に
見
れ
ば

教
員
の
約
7
割
は
公
立
学
校
と
の
交
流
人
事
で

す
の
で
、
附
属
学
校
の
積
極
的
な
動
き
は
公
立

学
校
等
に
と
っ
て
極
め
て
有
益
な
道
標
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
2
0
1
7
年
8
月
の
有
識
者

会
議
報
告
書
で
も
同
様
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
附
属
学
校
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
よ

う
な
役
割
を
必
ず
し
も
期
待
さ
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
学
校
や
、
期
待
さ
れ
て
い
て
も

附
属
学
校
自
身
が
そ
れ
を
十
分
に
自
覚
で
き
て

い
な
い
学
校
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

　
附
属
学
校
の
言
い
分
と
し
て
は
、
自
分
た
ち

は
先
進
的
な
教
育
研
究
の
た
め
に
多
忙
で
あ

る
、と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
3
年
間
に
見
聞
き
し
た
附
属
学
校
の
様

子
や
、
大
学
・
公
立
学
校
・
教
育
委
員
会
・

P
T
A
関
係
者
等
と
の
意
見
交
換
を
通
じ

て
感
じ
た
こ
と
は
、
附
属
学
校
が
言
う
「
先

進
的
な
教
育
研
究
」
が
、
実
際
に
は
あ
ま
り

活
用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、結
果
的
に
、「
先

進
的
」
と
誇
れ
る
成
果
に
な
っ
て
い
な
い
例

が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
ぜ
「
国
立
」

大
学
附
属
の
学
校
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
、

そ
の
学
校
の
成
果
が
広
く
国
民
に
還
元
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
各
附
属
学
校
が
す
べ
て
全
国

レ
ベ
ル
の
好
事
例
を
示
せ
る
に
越
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
実
的
に
そ
れ
は
困
難

で
あ
る
以
上
、
ま
ず
は
各
附
属
学
校
が
存
在

す
る
地
域
の
課
題
へ
の
対
応
か
ら
存
在
意
義

を
発
揮
す
べ
き
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
最

低
限
、
地
元
の
教
育
委
員
会
が
示
す
地
域
の

教
育
課
題
や
教
育
行
政
の
長
期
計
画
等
と
確

実
に
リ
ン
ク
し
た
取
組
を
す
る
こ
と
が
有
効

で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
そ
の
取
組
の
存
在
意

義
が
明
確
に
な
り
ま
す
し
、
地
域
や
行
政
の

理
解
や
支
援
も
得
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
基
礎
を
確
実
に
固
め
つ
つ
、
地
域
の

公
立
学
校
等
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
、
教
育

課
題
の
解
決
の
た
め
の
汎
用
性
の
あ
る
ノ
ウ

ハ
ウ
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
附
属
学
校

が
陥
り
が
ち
な
、「
本
当
は
ニ
ー
ズ
が
な
い

研
究
」
や
「
高
度
だ
が
使
え
な
い
研
究
」
に

労
力
を
割
く
こ
と
を
防
げ
ま
す
。

　
附
属
学
校
の
最
大
の
課
題
は
、
先
生
方
が

費
や
し
て
い
る
膨
大
な
労
力
に
見
合
う
だ
け

の
評
価
を
世
間
か
ら
必
ず
し
も
得
ら
れ
て
い

な
い
と
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
だ
と
思
い
ま
す
。
設

置
主
体
で
あ
る
大
学
と
も
連
携
し
つ
つ
、
労

力
を
費
や
す
べ
き
対
象
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
見

直
し
た
上
で
、
本
当
に
必
要
な
こ
と
に
力
を

振
り
向
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
残
念
な
こ
と
に
、
附
属
学
校
の
中
に
は
、

「
伝
統
」
の
名
の
下
に
、
実
際
に
は
意
義
や

必
要
性
が
か
な
り
落
ち
て
き
て
い
る
の
に
惰

性
で
続
く
活
動
を
多
く
抱
え
て
し
ま
っ
て
い

る
学
校
や
、
何
年
間
も
同
じ
テ
ー
マ
で
研
究

活
動
を
続
け
て
い
る
割
に
成
果
が
見
え
な
い

学
校
が
あ
り
、地
元
の
教
育
関
係
者
か
ら
は
、

む
し
ろ
公
立
学
校
よ
り
も
古
い
体
質
、
と
指

摘
さ
れ
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　
皆
様
の
学
校
に
は
、
悪
い
意
味
で
古
い
文

化
を
引
き
ず
っ
て
い
る
面
が
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
学
校
に
先
に
着
任
し
た
教
員
が
偉

く
て
、
後
か
ら
着
任
し
た
教
員
が
「
先
輩
」

を
立
て
る
こ
と
に
貴
重
な
労
力
を
費
や
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
風
潮
が
残
っ
て
い
た
り
し

な
い
で
し
ょ
う
か
。「
そ
ん
な
学
校
は
10
年

く
ら
い
前
ま
で
は
あ
っ
た
け
ど
、
さ
す
が
に

今
は
な
い
よ
！
」
と
笑
っ
て
答
え
る
先
生
方

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
一
方
で
、
実
は
今
で
も

残
っ
て
い
る
と
い
う
声
も
、
残
念
な
が
ら
聞

こ
え
て
き
ま
す
。
こ
ん
な
実
態
が
あ
る
こ
と

自
体
が
「
先
進
的
」
と
は
対
極
に
あ
る
こ
と

に
気
付
か
な
い
、
あ
る
い
は
気
付
い
て
も
改

め
ら
れ
な
い
学
校
や
、
そ
れ
を
指
導
で
き
な

い
国
立
大
学
が
、
地
域
か
ら
支
え
て
も
ら
え

る
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
な
例
は
ご
く
少
数
で
あ
る
と
し

て
も
、
ど
の
学
校
に
も
そ
れ
な
り
に
改
善
を

要
す
る
課
題
は
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
不
断
の

検
証
や
見
直
し
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
校

長
・
副
校
長
の
中
に
は
、「
自
分
の
学
校
は

何
ら
問
題
な
く
や
れ
て
い
る
」、「
有
識
者
会

議
報
告
書
の
指
摘
事
項
は
我
が
学
校
や
地
域

に
は
合
わ
な
い
か
ら
特
に
対
応
す
る
必
要
が

な
い
」
な
ど
、
せ
っ
か
く
課
題
を
洗
い
出
し

て
改
善
す
る
チ
ャ
ン
ス
あ
る
い
は
ヒ
ン
ト
と

も
言
え
る
指
摘
に
対
し
て
、
関
わ
る
こ
と
を

意
図
的
に
避
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
反
応

の
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
と
り
わ
け

P
T
A
の
皆
様
に
は
、
各
会
員
が
学
校
以

外
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
と
い

う
少
し
離
れ
た
立
場
か
ら
、自
分
の
学
校
が
、

先
生
方
の
限
ら
れ
た
労
力
を
本
当
に
効
率
よ

く
子
ど
も
の
教
育
に
投
入
し
た
運
営
が
で
き

て
い
る
か
、
し
っ
か
り
と
見
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
例
え
ば
業
務
の

ス
ク
ラ
ッ
プ
や
ス
リ
ム
化
の
仕
方
、
教
員
の

労
力
を
最
適
な
活
動
に
投
入
す
る
た
め
の
ノ

ウ
ハ
ウ
、
そ
こ
で
浮
い
た
資
源
を
活
用
し
た

子
ど
も
た
ち
へ
の
有
効
な
指
導
方
法
な
ど

を
、
近
隣
の
学
校
が
活
用
し
や
す
い
わ
か
り

や
す
い
モ
デ
ル
と
し
て
示
せ
て
い
る
か
を

チ
ェ
ッ
ク
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
こ
そ
が
今
の
時
代
の
附
属
学
校
に
期
待
さ

れ
る
役
割
で
あ
り
、
附
属
学
校
の
存
在
意
義

に
つ
い
て
非
常
に
厳
し
い
世
論
が
あ
る
中

で
、
附
属
学
校
を
残
し
、
発
展
さ
せ
る
た
め

に
大
切
な
動
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
学
校
が
周
囲
の
抵
抗
を
押
し

切
っ
て
改
革
を
進
め
る
こ

と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
変
化
す
る
」
こ
と
に

対
し
て
、保
護
者
、卒
業
生
、

元
教
員
等
か
ら
消
極
的
な

反
応
が
あ
り
得
る
中
で
、
学

校
に
は
相
当
の
覚
悟
と
時

間
が
必
要
で
す
し
、
そ
の
よ

う
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
ぶ
れ

ず
に
支
え
続
け
て
く
れ
る

応
援
団
も
必
要
で
す
。

P
T
A
の
皆
様
の
中
に
は
、

思
い
や
熱
意
が
強
い
あ
ま

り
に
、
学
校
の
方
針
と
ぶ
つ

か
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す

が
、
学
校
の
主
体
性
を
十
分
に
尊
重
し
な
が

ら
、
そ
の
パ
ワ
ー
や
発
想
の
向
け
方
を
上
手

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
学
校
と
良
好
な
関

係
を
築
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
目
の
前
の
変
化
に
対
す
る
不
安
は

あ
っ
た
と
し
て
も
、
長
期
的
に
見
て
そ
の
学

校
や
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
有
効
か
ど
う

か
、
と
い
う
立
場
か
ら
、
学
校
の
改
革
に
対

し
て
、
積
極
的
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
前
向
き
な
活
動
の

積
み
重
ね
が
あ
っ
て
こ
そ
、
学
校
は
P
T
A

を
全
面
的
に
信
頼
し
て
改
革
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
が
附
属
学
校
、
ひ
い
て
は
日

本
全
体
の
教
育
の
向
上
・
発
展
に
寄
与
す
る

と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
改
め
て
附
属
学
校
の
教
職
員
及

び
P
T
A
の
皆
様
に
対
す
る
熱
い
期
待
を

申
し
上
げ
、
私
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

文部科学省初等中等教育局
教職員課　課長

柳澤　好治 様

国
立
大
学
附
属
学
校
の

教
職
員
及
び
P
T
A
に

　
　
　
期
待
す
る
こ
と

　
全
附
P
連
で
は
、
P
T
A
活
動
の
顕
彰
と
発
展
を
目
的
と
し
、
①
事
業
部
門 

②
組

織
改
革
部
門 

③
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
部
門
の
部
門
別
に
団
体
表

彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
昨
年
度
の
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
「
北
海
道

教
育
大
学
附
属
特
別
支
援
学
校
　
父
母
と
先
生
の
会
」
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
子
育
て
し
な
が
ら
で
も
仕
事
を
し
た

い
、と
い
う
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、

本
校
の
職
員
を
含
む
道
南
の
障
が
い
児
者

関
連
の
機
関
の
職
員
や
保
護
者
ら
が
平
成

26
年
「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

ガ
イ
ド
B
o
o
k
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
卒
業
し
た
子
ど
も
の
余
暇
の
過

ご
し
方
に
つ
い
て
課
題
意
識
が
高
ま
っ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本
校
P
T
A

が
中
心
と
な
り
、
障
が
い
児
者
が
、
家
庭

以
外
で
余
暇
を
過
ご
す
場
所
に
つ
い
て
、

情
報
を
共
有
し
よ
う
と
い
う
主
旨
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
作
成
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
保
護
者
や
教
職
員
が
各
種
団
体
を
取
材

し
、
利
用
対
象
者
や
利
用
時
間
な
ど
を
調

査
し
、
原
稿
を

書
き
た
め
て

A
4
版
24
ペ
ー

ジ
に
ま
と
め
ま

し
た
。
そ
の
原

稿
は
、
卒
業
生

が
働
く
地
域
の

共
同
作
業
所
へ

印
刷
を
依
頼

し
、
3
0
0
冊

の
「
よ
か
し
え

　
本
校
P
T
A
が
ま
と
め
た
「
よ
か
し
え
ん
ガ
イ
ド
B
o
o
k
」
の
作
成
は
、
保
護
者

が
抱
え
る
余
暇
の
課
題
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
余
暇
を
過

ご
せ
る
場
所
は
、
地
域
に
多
く
存
在
し
ま
す
が
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
保
護
者
が
多
い
の
が

現
状
で
す
。
一
人
一
人
の
情
報
を
集
約
し
、
ま
と
め
た
も
の
が
こ
の
「
よ
か
し
え
ん
ガ
イ

ド
B
o
o
k
」
で
す
。

ん
ガ
イ
ド
B

�
o
�

o
k
」
が
完
成

し
ま
し
た
。

　
平
成
29
年

3
月
、「
よ
か

し
え
ん
ガ
イ
ド

B
o
o
k
」は
、

在
籍
す
る
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
、
取
材
に
協
力
し
て

く
だ
さ
っ
た
団
体
の
ほ
か
、
近
隣
の
障
が

い
福
祉
課
、
近
隣
の
特
別
支
援
学
校
、
児

童
発
達
支
援
事
業
所
、
自
閉
症
協
会
等
な

ど
の
親
の
会
、
児
童
相
談
所
、
教
育
セ
ン

タ
ー
、
相
談
支
援
事
業
所
等
の
場
所
へ
配

布
し
、
活
用
を
促
し
ま
し
た
。

　
本
校
の
保
護
者
間
で
は
、「
よ
か
し
え

ん
ガ
イ
ド
B
o
o
k
」
の
作
成
を
通
し
、

余
暇
の
充
実
の
必
要
性
、
地
域
資
源
の
活

用
の
必
要
性
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
卒
業
後
の
仕
事
だ
け
で
は

な
く
、
余
暇
を
含
め
た
生
活
を
広
く
イ

メ
ー
ジ
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
保
護
者
と
学
校
が
一
緒
に
社
会
の

動
き
を
敏
感
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
地
域
の
特

別
支
援
教
育
の
発
展
に
向
け
取
り
組
み
を

続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

よかしえんガイドBookの作成

子
ど
も
た
ち
の
余
暇
を
充
実
さ
せ
る

会⾧賞受賞を取り上げた新聞記事

よかしえんガイドBook

平成29年度 全附P連表彰 紹介表 彰 者 一 覧
 会 長 賞
  北海道教育大学附属特別支援学校　  
父母と先生の会
保護者と教職員による「よかしえんBook」
作成

 事業部門　優秀賞
 富山大学人間発達科学部附属幼稚園　みどり会
みどり会にこにこ工作
（スマイルフェスティバル2017）

 奈良教育大学附属小学校　附属小学校PTA
山焼きを見る会の運営

 広島大学附属幼稚園　木いちごの会
森とともに　	 	
～　つながりを広げる子を育む　～

 宇都宮大学教育学部附属中学校　父母と先生の会
『親子サマーキャンパス』	
～今こそ国立大学附属学校の特性を活かそう～

 奈良教育大学附属中学校　育桜会
三附属実践交流会	
『幼・小・中PTA合同ならまちフィールド
ワーク』

 福島大学附属中学校　父母と教師の会
保護者による授業	プロフェッショナル　
～　仕事の流儀　～

 組織改革部門　優秀賞
 奈良教育大学附属小学校　附属小学校PTA
保育ボランティアによる見守り

 大分大学教育学部附属小学校　附属小学校PTA
PTA活動の発展を目的とした組織・活動改革

 弘前大学教育学部附属中学校　父母と教師の会
一部会員による活動から全員参加型へ

 オリンピック・パラリンピック関連部門　優秀賞
  筑波大学附属大塚特別支援学校　  
特別支援学校PTA
ドッチビーを楽しもう

 2017年絵画コンクール主管
 上越教育大学附属小PTA
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ま
ず
何
よ
り
大
事
な
こ
と
は
、
子
ど
も

が
来
た
い
、
来
て
良
か
っ
た
、
と
思
え
る

学
校
で
あ
る
か
で
す
。
同
様
に
、
保
護
者

が
行
か
せ
た
い
、
行
か
せ
て
良
か
っ
た
、

と
思
え
る
学
校
か
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ

だ
け
で
は
附
属
学
校
の
存
続
は
厳
し
い
状

況
で
す
。
地
域
の
学
校
、
教
育
委
員
会
、

さ
ら
に
は
全
国
の
学
校
の
モ
デ
ル
と
な

り
、
役
立
つ
存
在
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
こ
で
は
、
本
学
の
取
組
の
一
端
を

ご
紹
介
し
、
少
し
で
も
附
属
学
校
の
改
革

に
お
役
に
立
て
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
8
年
度
よ
り
、
幼
・
小
・
中
・

特
別
支
援
の
各
附
属
学
校
の
校
長
は
大
学

教
授
で
は
な

く
、
専
任
校
長

を
置
き
、
大
学

の
附
属
学
校
部

長
が
統
括
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
紆
余
曲
折
は
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
の
部
長
に
す
べ
て
任
せ
る
の

で
は
な
く
、
学
長
、
理
事
等
の
大
学
執
行

部
が
部
長
（
現
在
、
副
学
長
）
と
一
体
と

な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、大
学
の
方
針
の
下
、

大
学
と
附
属
と
の
連
携
、
附
属
学
校
間
の

連
携
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
執
行
部
と
保
護
者
会
の
代
表
と
の

懇
談
会
、
学
長
に
よ
る
保
護
者
会
で
の
講

演
会
な
ど
、
大
学
と
保
護
者
会
と
の
連
携

も
密
に
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
ち

な
み
に
、
大
学
執
行
部
、
校
長
、
保
護
者

会
代
表
と
の
懇
親
会
は
有
意
義
な
も
の
で

す
。

　
附
属
学
校
の
教
育
モ
デ
ル
の
発
信
の
場

で
あ
る
研
究
発
表
会
に
お
い
て
、
会
場
整

理
を
始
め
と
す
る
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
ご

支
援
が
な
け
れ
ば
、
何
百
人
と
い
う
参
加

者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
保
護
者
の
ご
支
援
の
下
に
開

　
全
附
連
と
財
務
省
の
連
携
に
よ
る

「
財
政
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
本

年
六
月
、
三
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、

年
間
一
三
〇
校
以
上
（
公
立
・
私
立

含
む
）
で
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
ほ

ど
に
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。

　
目
を
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
か
せ
な
が
ら

真
剣
に
課
題
に
向
き
合
い
、
仲
間
と

の
議
論
を
通
じ
て
自
分
た
ち
な
り
の

答
え
を
見
出
そ
う
と
す
る
姿
、
そ
し

　
現
代
社
会
で
は
、
誰
も
が
、
金
融

と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
は
避
け
ら

れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
、
成
年
年
齢
の
引
下

げ
な
ど
の
環
境
変
化
が
進
む
中
で
、

若
い
時
期
か
ら
、
金
融
に
関
す
る
正

し
い
知
識
を
習
得
す
る
機
会
を
持
つ

こ
と
は
重
要
で
す
。
一
方
で
、
正
し

く
学
習
で
き
る
機
会
が
限
ら
れ
、
適

切
な
教
材
が
な
い
と
い
っ
た
課
題
が

て
、
意
見
を
堂
々
と
述
べ

合
う
子
ど
も
た
ち
の
姿
を

見
る
に
つ
け
、
わ
が
国
の

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
頼
も
し
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
現
在
、

未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た

ち
と
と
も
に
財
政
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
は
私
た
ち
大

人
に
と
っ
て
も
意
義
深
い

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
と
こ
の
国

の
未
来
の
た
め
に
。
今
後

も
よ
り
良
い
授
業
を
お
届

け
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま

す
と
幸
い
で
す
。

あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
本
年
4
～
6

月
に
か
け
て
、
小
・
中
・

高
そ
れ
ぞ
れ
の
附
属
学
校

で
試
行
的
に
授
業
を
実
施

す
る
機
会
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
授
業
後
の
振
り
返
り

で
も
、
有
益
か
つ
前
向
き

な
ご
意
見
を
頂
戴
す
る
な

ど
、今
後
の
検
討
に
向
け
、

大
変
有
意
義
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
全
附
P
連

を
は
じ
め
、
ご
協
力
い
た

だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
に

は
、
こ
の
場
を
借
り
ま
し

て
、
改
め
て
御
礼
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
ご
指
導
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

催
さ
れ
る
、
研
究
発
表
会
の
中
身
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。
本
学
で
は
、
2
0
1
2
年

度
の
頃
よ
り
、
附
属
の
教
員
が
発
表
者
で

そ
の
助
言
者
が
本
学
の
教
員
で
あ
る
と
い

う
ス
タ
イ
ル
を
止
め
、
附
属
の
教
員
と
本

学
の
教
員
が
協
力
し
て
研
究
発
表
を
行

い
、
そ
れ
に
対
す
る
助
言
者
を
教
育
委
員

会
の
関
係
者
や
他
大
学
の
教
員
等
に
お
願

い
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
本
学
は
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
小
学
校
英
語
教
育
を
先
導

的
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
校
と
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
た
交
流
や
、
短
期
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
児
童
生
徒
の
家
庭
で
受
け
入

れ
て
い
ま
す
（
写
真
）。
ま
た
、
国
際
協

力
機
構
（
J
I
C
A
）
と
協
力
し
、
海
外

の
教
育
関
係
者
の
研
修
を
大
学
で
行
っ
て

い
ま
す
が
、
附
属
学
校
の
児
童
生
徒
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
公
立
学
校
の
児
童
生

徒
と
も
、交
流
の
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
エ
リ
ー
ト
校
批
判
に
、
真
摯
に
耳
を
傾

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
出

る
杭
に
な
ら
ぬ
よ

う
遠
慮
す
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
学
、附
属
学
校
、

P
T
A
の
三
者
が

連
携
し
、
役
に
立

つ
モ
デ
ル
校
と
し
て
、
出
過
ぎ
て
大
黒
柱

と
な
っ
て
、
地
域
、
日
本
、
世
界
を
支
え

る
ん
だ
と
い
う
気
概
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
明
治
期
、
日
本
で
は
師
範
学
校
と

い
う
国
立
の
教
員
養
成
機
関
が
全
国

に
設
立
さ
れ
、
そ
の
実
習
校
と
し
て

附
属
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
新
制
大

学
、
さ
ら
に
教
育
学
部
の
発
足
な
ど

で
変
化
は
あ
っ
た
が
、
今
、
全
国
の

各
都
道
府
県
に
国
立
大
学
附
属
学
校

園
が
2
5
6
あ
り
、
実
習
校
と
し
て

の
役
割
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
地

の
、
そ
し
て
全
国
の
教
育
拠
点
と
し

て
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
附
属
学
校
の
存
在
が
議
論
さ
れ

る
中
、
世
界
的
な
視
野
に
立
っ
て
附

属
学
校
の
成
り
立
ち
を
捉
え
て
み
た

ら
、
違
っ
た
側
面
が
見
え
て
く
る
の

で
は
な
か
ろ
う

か
。

　
例
え
ば
、
米

国
を
見
て
み
よ

う
。
米
国
は
州

の
自
治
権
が
強

く
、
国
立
大
学
が
な
い
の
で
、
国
立

大
学
附
属
学
校
も
な
い
。
有
名
大
学

の
多
く
は
私
立
で
あ
り
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
な
ど
ラ
ン
キ
ン
グ
に
名

を
連
ね
る
州
立
大
学
は
少
数
で
あ

る
。
米
国
に
も
か
つ
て
ノ
ー
マ
ル
・

ス
ク
ー
ル
と
い
う
教
員
養
成
を
担
う

州
立
の
師
範
学
校
が
あ
っ
た
。
多
く

の
場
合
、
ノ
ー
マ
ル
・
ス
ク
ー
ル
は

現
在
の
州
立
大
学
教
育
学
部
に
改
変

さ
れ
て
い
る
。
独
自
の
附
属
学
校
は

も
っ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
多

く
、
例
え
ば
、
1
8
9
4
年
に
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
設
立
さ
れ
た

ロ
ー
エ
ル
・
ノ
ー
マ
ル
・
ス
ク
ー
ル

は
、
当
時
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
市

立
の
小
中
一
貫
校
を
実
習
校
と
し

た
。
大
学
と
そ
の
学
校
と
の
連
携
は

現
在
で
も
続
い
て
お
り
、
学
生
が
実
習

や
参
観
を
行
っ
て
い
る
が
、
教
育
研
究

の
拠
点
校
と
い
う
役
割
は
な
い
。
米
国

で
日
本
の
附
属
学
校
に
近
い
の
は
大
学

の
実
験
校
で
あ
る
。
様
々
な
校
種
の
実

験
校
が
全
米
に
散
ら
ば
っ
て
お
り
、
新

し
い
教
育
方
法
の
実
践
の
場
、
ま
た
学

生
の
教
育
実
習
の
場
と
し
て
機
能
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
1
8
9
4
年
に
ジ
ョ

ン
・
デ
ュ
ー
イ
が
設
立
し
た
シ
カ
ゴ
大

学
実
験
校
は
有

名
だ
。
現
在
も

幼
稚
園
児
か
ら

高
校
生
ま
で
約

2
0
0
0
名
の

教
育
を
担
っ
て

い
る
。
米
国
の
多
く
の
実
験
校
が
シ
カ

ゴ
と
同
様
に
、
学
習
者
主
体
の
進
歩
主

義
的
な
教
育
を
行
う
私
立
校
で
あ
り
、

学
力
の
高
い
子
ど
も
が
、
資
源
豊
か
な

環
境
の
中
で
学
習
し
て
い
る
。

　
米
国
1
国
と
の
比
較
で
あ
っ
て
も
、

日
本
の
国
立
大
学
附
属
学
校
の
よ
う
な

教
育
機
関
は
存
在
せ
ず
、
附
属
学
校
が

貴
重
な
財
産
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

附
属
学
校
が
、
長
年
に
わ
た
っ
て
各
地

で
優
秀
な
人
材
を
輩
出
す
る
教
育
活
動

を
行
っ
て
き
た
と
い
う
、
そ
れ
だ
け
で

も
米
国
に
は
な
い
堅
固
な
基
盤
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
互
い
の
情
報
共
有
を
図
り
、
日
本

の
教
育
を
牽
引
し
て
い
る
。
私
た
ち
は

強
い
連
携
で
こ
の
附
属
の
良
さ
を
も
っ

と
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

鳴門教育大学学長

山下　一夫 氏

財務省大臣官房地方課課長補佐
上田　稔市 様

（肩書は、本年6月末日現在）

金融庁総務企画局政策課課長補佐

本田　幸一 様

新潟大学教育学部附属長岡中学校長

土佐　幸子 氏

寄 稿

鳴
門
教
育
大
学
に
お
け
る

三
位
一
体
改
革

日
本
に
附
属
学
校
が

あ
る
こ
と
の
貴
重
さ

～
米
国
と
比
較
し
て

知れば知るほど ナットク！ 再発見！「附属の魅力」

《財政教育プログラム》
「未来」を考えるきっかけを

《金融教育プログラム》
金融経済教育の授業実施

オーストラリアの児童と、
ホームステイ先の附属の児童と保護者

米国シカゴ大学実験校

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
紹
介



（7）　第111号 平成30年７月11日附　属　だ　よ　り

上記各助成金の詳細については6月下旬に各附属学校園へメールにてご案内させて頂いておりますので、ご確認下さい。

いじめ防止プログラム助成金事業
　平成28年度より、単位PTAが実施するいじめ防止に関する事業に対し助成を行っています。全附P
連はこの事業を通じ、いじめ対策に関する取り組みが全国的に活発化していくことを願っています。

いじめ対策活動等
NO. 学校名 活動名
1 香川大学教育学部附属坂出小学校 PTAいじめ予防プログラム
2 大阪教育大学附属幼稚園 自己と他者を認め合う心をはぐくむ地域交流プログラム
3 京都教育大学附属幼稚園 「ネットいじめから子供を守る　－家庭での役割－」
4 岐阜大学教育学部附属中学校 PTAいじめ予防対策
5 鹿児島大学教育学部附属中学校 PTAいじめ対策活動
6 大阪教育大学附属平野小学校 親子で学ぼう！言葉と心のマネジメント
7 お茶の水女子大学附属小学校 ピースフルスクールプログラム講習会
8 熊本大学教育学部附属中学校 いじめ防止プログラム
9 奈良教育大学附属小学校 いじめ予防プログラム

10 高知大学教育学部附属小学校
保護者対象のいじめ予防に向けての研修会開催
①平成29年度PTA全校研修会「命の授業」
②いじめ防止に向けた情報モラル講座

11 金沢大学人間社会学域学校教育学類附属中学校 育友会保護者向けいじめ予防プログラム
12 福島大学附属小学校 第 6学年地区別活動講師招聘授業、特別の教科道徳授業参観並びに第 5

学年保護者会集会
13 新潟大学教育学部附属新潟小学校 文化教養委員会主催　LINE株式会社による講演会
14 静岡大学教育学部附属浜松中学校 いじめ防止プログラム

カンガルーシップ活動助成金事業
　校種を越えて、子ども・教師・保護者が連携を持ち、障がいに対する「理解」を基盤とし「共
生」を育む活動です。
　助成金には『理解プロジェクト活動助成金』『共生プロジェクト活動助成金』『就労支援のた
めの活動助成金』、発達障害、学習障害への理解を推進する『ネイバーサポート活動助成金』を
実施しております。

カンガルーシップ活動（理解プロジェクト）
NO. 学校名 活動名

1 福岡教育大学附属福岡小学校 1：校外学習　 2：もちつき大会　 3：冬野菜の栽培・収穫（販売）　
4：クリスマス会　 5：学習発表会

2 筑波大学附属大塚特別支援学校 出張カフェで老人ホームの方々、地域の皆さんにサービスしよう
3 愛媛大学教育学部附属特別支援学校 学校祭
4 鹿児島大学教育学部附属特別支援学校 ふとくフェスティバル
5 佐賀大学教育学部附属特別支援学校 学習発表会
6 滋賀大学教育学部附属特別支援学校 唐崎学区の人との交流～作業製品を使ってもらおう
7 山梨大学教育学部附属特別支援学校 きりの子バザール
8 山形大学附属特別支援学校 すまいる祭り
9 愛知教育大学附属特別支援学校 友達をふやそう（岡崎市立愛宕小学校との地域交流）
10 大阪教育大学附属特別支援学校 PTAふようバザー
11 大阪教育大学附属特別支援学校 ふようタイム「地域・校内活動」
12 宮城教育大学附属特別支援学校 ふとくまつり
13 埼玉大学教育学部附属特別支援学校 父親の会主催夏休み親子レクリエーション
14 埼玉大学教育学部附属特別支援学校 父親の会主催の新年レクリエーション
15 群馬大学教育学部附属特別支援学校 学校の周りを花できれいにしよう
16 福井大学教育学部附属特別支援学校 児童生徒造形展　2018
カンガルーシップ活動（共生プロジェクト）
NO. 学校名 活動名
1 愛媛大学附属高等学校 「みかんの家」交流作業
2 佐賀大学教育学部附属幼稚園 人形劇団トロッコ「三びきのこぶた」観劇
3 茨城大学教育学部附属特別支援学校 40周年記念事業＆夏祭り
4 大阪教育大学附属幼稚園 サツマイモの苗つけ他計 7イベント
5 宮城教育大学附属幼稚園 特別支援と幼稚園の交流会
6 宮城教育大学附属幼稚園 特別支援学校訪問
7 高知大学教育学部附属特別支援学校 第28回　附属まつり
8 愛媛大学教育学部附属特別支援学校 交流及び共同学習、バザーへの出店
9 京都教育大学附属幼稚園 五歳時　親子園外保育
10 京都教育大学附属幼稚園 親子鑑賞会
11 富山大学人間発達科学部附属幼稚園 七夕コンサート
12 滋賀大学教育学部附属特別支援学校 附小学校附特交流会
13 埼玉大学教育学部附属幼稚園 カンガルーシップ活動の意義の周知他計 4件
14 愛知教育大学附属特別支援学校 サツマイモのつるさし・収穫会
15 大阪教育大学附属特別支援学校 交流及び共同学習
16 福島大学附属特別支援学校 4校園交流事業（40周年）
17 埼玉大学教育学部附属特別支援学校 歌とダンスのエンターテインメントショー
18 山形大学附属幼稚園 もっともっとなかよくなろう
カンガルーシップ活動（就労支援プロジェクト）
NO. 学校名 活動名
1 筑波大学附属大塚特別支援学校 進路に関する学習会/事業所等見学会
2 愛媛大学教育学部附属特別支援学校 進路に関する保護者学習会・職場懇親会・職場見学会
3 金沢大学人間社会学域学校教育学類附属特別支援学校 卒業後の就労や生活を考える
4 岐阜大学教育学部附属学校園 就労体験・見学
5 鹿児島大学教育学部附属特別支援学校 進路に関する勉強会
6 滋賀大学教育学部附属特別支援学校 PTA進路研修会
7 愛知教育大学附属特別支援学校 進路に関する学習会
8 埼玉大学教育学部附属特別支援学校 就労先開拓および施設見学
9 福井大学教育学部附属特別支援学校 ①事業所見学会　②福祉制度学習会　

③現場実習先見学会　④進路に関する保護者学習会
カンガルーシップ活動（ネイバーサポートプロジェクト）
NO. 学校名 活動名
1 愛知教育大学附属特別支援学校 特別支援教育公開セミナー
2 宮崎大学教育学部附属小学校 キッズサポーター会議	「多様性のある子どもたちと向き合う」

土曜・放課後活動等助成金事業
　附属学校園が行う土曜・放課後活動等に対して助成を行っています。これらの活動を通じて、
子どもの貧困問題を起因とする学習機会の不均等是正を目指しています。多くの子どもたちが、
多様な学習、文化やスポーツ、体験活動等の機会を得られるよう本事業を有効に活用して下さい。

土曜・放課後活動等
NO. 学校名 活動名
1 京都教育大学附属幼稚園 園庭開放「親子で運動遊びを楽しもう!!」
2 佐賀大学教育学部附属幼稚園 育友会預かりの時間
3 東京学芸大学附属特別支援学校 土曜スポーツクラブ
4 神戸大学附属小学校 バザー＆イベントフェスタ
5 香川大学教育学部附属坂出小学校 附属坂出小学校OYG
6 大阪教育大学附属幼稚園 保護者と園児の手による「土曜大工」活動
7 上越教育大学附属中学校 春・秋の親子環境整備事業
8 佐賀大学教育学部附属中学校 ①大学の授業を受けてみよう　②親子ふれあい後援会
9 鳴門教育大学附属幼稚園 親と子の食育健康教室
10 岡山大学教育学部附属中学校 岡附ェス・親子クリーンアップ作戦
11 岡山大学教育学部附属幼稚園 青桐会主催　奉仕作業・夏祭り・お月見
12 大分大学教育学部附属中学校 サタスタ（Saturday	Study	Support）
13 新潟大学教育学部附属特別支援学校 アフタースクール・すなやまクラブ
14 大阪教育大学附属高等学校平野校舎 体育館前の花壇整備と花の植え替え
15 神戸大学附属幼稚園 親子ふれあいの日
16 熊本大学教育学部附属特別支援学校 熊本大学教育学部附属特別支援学校PTAサークル活動

17 金沢大学人間社会学域学校教育
学類附属特別支援学校 ①さつまいも苗植え　②いくゆう夏まつり

18 鳥取大学附属特別支援学校 放課後体力づくりプログラム事業（放課後スポーツクラブ）
19 山梨大学教育学部附属特別支援学校 放課後活動
20 北海道教育大学附属札幌中学校 校舎環境整備
21 福岡教育大学附属小倉中学校 人権教育講演会
22 富山大学人間発達科学部附属幼稚園 ①富山大学スマイルフェスティバル2017　②父親の会「夏祭り2017」

23 宮城教育大学附属幼稚園
陶芸体験教室（全 2回）
第 1回「お父さん・お母さんとねんどで遊ぼう！　～陶芸教室～」
第 2回「つくったお皿を使ってみよう！　～白玉団子を食べる会～」

24 福岡教育大学附属小倉小学校 親子でふれあいDoing「引け！皆の力で勝利を引き寄せよう」
「親子で楽しく　catch	and	throw」「親子でつこう！　餅つき大会」

25 宮崎大学教育学部附属小学校 「宮大附属土曜講座」

26 鹿児島大学教育学部附属特別支援学校
PTA親子ふれあい活動
第 1回　 8 /26（土）　愛校作業　～みんなで学校をきれいにしよう～
第 2回　12/ 9 （土）　親子木工教室　～みんなで作ろう～

27 奈良女子大学附属小学校 大学教員を招いての親子講座
28 山口大学教育学部附属山口小学校 学年活動
29 宮城教育大学附属中学校 上杉キャンパス奉仕作業
30 茨城大学教育学部附属特別支援学校 子どもの自立を助ける「ふよう親の会」
31 福島大学附属幼稚園 「放課後体操教室」「第17回夏祭り」
32 滋賀大学教育学部附属特別支援学校 放課後サッカー教室
33 北海道教育大学附属特別支援学校 なんか「やろう」会
34 熊本大学教育学部附属小学校 オープンスクール
35 福岡教育大学附属久留米小学校 ①児童合唱　②少年野球
36 愛媛大学附属高等学校 マイスターエチュード“未来の起業家プロジェクト”附属祭2017
37 愛媛大学教育学部附属小学校 マイスターエチュード“未来の起業家プロジェクト”附属祭2017
38 愛媛大学教育学部附属中学校 マイスターエチュード“未来の起業家プロジェクト”附属祭2017
39 山口大学教育学部附属光中学校 親子スポーツマッチ「束になって、かかってきなさい!!」
40 愛媛大学教育学部附属幼稚園 附属祭2017

41 宮城教育大学附属小学校 ①みんなでつくろう	きれいな学校　
②みんなで聴こう	すてきな音楽の調べ

42 熊本大学教育学部附属幼稚園 PTA預かり事業「楠の子活動」
43 鹿児島大学教育学部附属中学校 植物採集・岩石採集　名付け会
44 筑波大学附属大塚特別支援学校 ドッヂビーを楽しもう
45 滋賀大学教育学部附属幼稚園 四校園まつり
46 愛媛大学教育学部附属特別支援学校 附属祭2017、農園整備
47 秋田大学教育文化学部附属幼稚園 親子で木育　DIY

48 横浜国立大学教育学部附属鎌倉小学校 オヤジの会による学期ごとのイベント
（ペットボトルロケット・スポーツマッチ・お餅つき大会）

49 山口大学教育学部附属幼稚園 国際理解推進事業「園児と留学生のわくわくABC教室」

50 茨城大学教育学部附属幼稚園 親子で触れ合うスポーツ・文化事業
「親子音楽教室・スポーツ鬼ごっこクラブ」

51 山口大学教育学部附属光小学校 附属光スポーツ少年団、土曜スポーツマッチ
52 奈良教育大学附属小学校 親子プール　山焼きを見る会
53 高知大学教育学部附属特別支援学校 附属まつり・留学生と交流しよう
54 福岡教育大学附属幼稚園 課外活動「さつまいもの栽培」/「城山キッズ」
55 大阪教育大学附属平野小学校 学校で親子で遊ぼう「親子スポーツ教室＆わくわくイベント」
56 群馬大学教育学部附属特別支援学校 楽しく踊ろう！奏でよう！みんなでつくり上げる八木節踊り
57 奈良教育大学附属中学校 放課後学習会
58 長崎大学教育学部附属特別支援学校 音楽教室、クリーンハイキング夏期合宿
59 東京学芸大学附属幼稚園小金井園舎 日本伝統行事継承プログラム「もちつき会」
60 福井大学教育学部附属特別支援学校 育友会ひまわりの会（親父の会）主催　親子ピザ焼き会
61 熊本大学教育学部附属中学校 PTA親子美化作業
62 北海道教育大学附属札幌小学校 父親委員会　環境整備（附属花プロジェクト他）
63 東京学芸大学附属世田谷小学校 青山会子どもクラブ
64 大分大学教育学部附属幼稚園 お話リボンの会（親子ふれあい教室）
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、
家
庭
内
で
の
子
ど

も
た
ち
の
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ホ
の
使
い
方
や

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
対

策
、
マ
ナ
ー
・
情
報
モ

ラ
ル
教
育
に
つ
い
て
も

学
ん
だ
。

〈
土
曜
・
放
課
後
活
動
事
例
紹
介
〉

�

大
分
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校

〈
い
じ
め
対
策
活
動
事
例
紹
介
〉

�

高
知
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校

平成29年度 全附P連助成金事業報告
助成金事業の中から、今年も特に推進して行きたい事業に
ついて、詳しく報告します。リスト中の各PTA活動は、
一部全附連ホームページでも紹介しています。

サタスタ（Saturday Study Support）「命の授業」と「情報モラル講座」



第111号 平成30年７月11日　（8）附　属　だ　よ　り

カンガルー保険のご案内平成30年度
中途加入受付中

任意加入制度

保険期間

加入対象者

加入手続き
申込締切日

全員加入制度

全国国立大学附属学校園の幼児・児童・生徒の保護者の皆様へ この保険は全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会の団体保険です。

詳細につきましては、パンフレットをご覧ください。

東京海上日動火災保険株式会社)社会険保事幹（】社会険保受引【
（担当課）公務第二部文教公務室 〒102-8014 東京都千代田区三番町6－4　TEL：03－3515－4133　FAX：03－3515－4132

損害保険ジャパン日本興亜株式会社【引受保険会社】
団体・公務開発部　第三課　〒160-8338 東京都新宿区西新宿１-26-1　TEL:03－3349－9588　FAX:03－6388－0162

平成30年４月１日午後４時から平成31年４月１日午後４時まで１年間
※随時ご加入いただけます。（お申込日にかかわらず、補償は平成31年４月１日午後４時に終了します。）
※ご加入ご希望の方は、取扱代理店までお問い合わせください。

※パンフレットのご請求、保険料につきましては、取扱代理店までお問い合わせください。

①全国国立大学附属学校園に在籍の幼児・児童・生徒　
②本制度にご加入いただいた上記①の兄弟で、公・私立の幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特

別支援学校に通われている幼児・児童・生徒（ご加入時に満３歳以上から満１８歳以下の方に限ります。）
パンフレット差込の加入依頼書にご記入・ご捺印（銀行届出印）のうえ、返信用封筒にてご返送ください。
随時ご加入いただけます。（お手続きの翌月１日（午後４時）からの補償開始となります。）　

保険期間 平成30年６月１日午後４時から平成31年６月１日午後４時まで
※「カンガルー保険（全員加入制度）」は全国国立大学附属学校PTA連合会を保険契約者、損害保険ジャパン

日本興亜株式会社を引受保険会社とし、学校契約団体傷害保険、傷害総合保険、PTA団体傷害保険、賠償責
任保険（PTA特約、PTA管理者特約、生産物特約）をそれぞれ組み合わせて加入する補償制度のペットネームです。

※この広告は概要を説明したものとなります。詳細はパンフレットをご覧くださるか、取扱代理店または損保ジャパ
ン日本興亜までお問い合わせください。

２４時間
補 償

約50％割引
全国国立大学附属学校ＰＴＡ連合会

が窓口の団体契約なので、
保険料が約50％割安です。
・団体割引：30％
・損害率による割引：25％適用

２４時間補償
お子様を取り巻く様々なリスクに

対応した安心のための
２４時間補償制度です。

園児・児童・生徒、教職員の
皆様のケガなどを補償する

園児・児童・生徒・教職員
総合補償制度

PTA活動に参加中の
ご両親・教職員の皆様のケガや

賠償事故を補償する
PTA活動総合補償制度

・保険料のお支払は、　　 
便利な「口座振替方式」

・更新のお手続きは、         
便利な「自動更新」です。

1 2 3園児・児童・生徒、教職員の
皆様を犯罪事故からお守りする

犯罪被害事故
見舞補償制度

ただ今
募集中！

カンガルー保険・取扱代理店の
お問合せ先

《北海道・東北・関東・北信越・四国地区》

株式会社 第一成和事務所
東京都中央区日本橋久松町11-6
日本橋TSビル 8F

《東海・近畿・中国・九州地区》

海上商事 株式会社
東京都渋谷区代々木２-１１-１５
新宿東京海上日動ビルディング

この広告はこども総合保険団体契約の概要についてご紹介したもの
です。ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みくださ
い。ご不明な点等がある場合には、代理店までお問い合わせください。 ０１２０-１００-４９２ ０１２０-７４５-７４８

簡単・便利！ ※個人での加入はできません。

（学校契約団体傷害保険、賠償責任保険PTA特約）
（普通傷害保険PTA団体傷害特約、
　賠償責任保険PTA管理者特約、生産物特約）（傷害総合保険）

平成30年4月作成
18-T00410 SJNK18-01501

熱中症危険補償特約セット

編
集
委
員

編
集
後
記

全
附
連

全
附
P
連

委
員
長
甲
斐
雄
一
郎

筑
波
小

副
委
員
長

関
田
義
博
東
京
学
芸
小
金
井
小

委
　
　
員

北
村
博
幸
北
海
道
教
育
教
函
館
小

委
　
　
員

片
岡
洋
子

千
葉
小

委
　
　
員

千
葉
一
雄

東
京
工
業
高

委
　
　
員

牧
田
秀
昭
福
井
義
務
教
育

委
　
　
員

高
木
勝
利

静
岡
静
岡
小

委
　
　
員

大
井
育
代

鳴
門
教
育
中

担
当
副
会
長

三
浦
　
享

長
崎
小

担
当
副
会
長

神
余
智
夫
香
川
坂
出
幼
小
中

委
員
長

北
島
一
人

鳴
門
教
育
中

副
委
員
長

中
村
裕
治
北
海
道
教
育
旭
川
中

副
委
員
長

宮
崎
秀
夫

信
州
長
野
中

　
6
月
1
日
、
梅
雨
入
り
前
の
爽
や
か

な
お
天
気
の
中
、
総
会
を
明
日
に
控
え

た
お
茶
の
水
女
子
大
学
講
堂
に
昨
年
の

1
・
5
倍
ほ
ど
の
厚
さ
の
総
会
資
料
が

運
び
こ
ま
れ
た
。

　
呉
本
会
長
が
言
う
。「
こ
の
一
冊
に
昨

年
の
全
附
P
連
活
動
の
す
べ
て
が
詰

ま
っ
て
い
る
」

　
事
実
、
全
附
P
連
、
そ
し
て
全
国
の

附
属
学
校
P
T
A
が
昨
年
一
年
間
、
わ

が
国
の
公
教
育
の
根
幹
を
支
え
る
国
立

附
属
学
校
の
在
り
方
、
P
T
A
の
在
り

方
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
、

こ
の
国
の
未
来
を
考
え
行
動
し
て
き
た

こ
と
、
す
べ
て
が
明
確
に
さ
れ
た
1
冊

で
あ
る
。
厚
さ
や
文
字
数
の
問
題
で
は

な
い
こ
と
は
明
確
。
昨
年
1
年
間
、
ア

プ
ロ
ー
チ
は
様
々
に
、
し
か
し
全
国
の

保
護
者
、
関
係
者
が
思
い
を
一
つ
に
し
、

取
り
組
ん
で
き
た
成
果
が
詰
ま
っ
て
い
た
。

　
6
月
2
日
、
総
会
当
日
。
今
、
来
年

に
配
布
さ
れ
る
総
会
資
料
は
ま
だ
0

ペ
ー
ジ
。

　
そ
し
て
今
年
の
全
附
P
連
の
重
要
施

策
は
『「
改
革
」
と
「
周
知
」』。

　
た
だ
活
動
・
行
動
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
今
、
附
属
学
校
に
求
め
ら
れ
る
「
改

革
」
を
後
押
し
す
る
た
め
に
、
必
要
な

情
報
や
参
考
と
な
る
事
例
、
新
た
な
施

策
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
、
効
果
的
に
、
そ

し
て
地
域
や
社
会
に
正
し
く
理
解
さ
れ
、

広
く
支
持
さ
れ
る
よ
う
「
周
知
」
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
一
年

間
、
総
会
資
料
の
1
ペ
ー
ジ
の
た
め
だ

け
で
は
な
く
、
附
属
学
校
、
子
ど
も
た

ち
の
新
し
い
明
る
い
未
来
の
1
ペ
ー
ジ

と
な
る
よ
う
、
広
報
活
動
を
さ
ら
に
充

実
し
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し
た
。

�

（
北
島
一
人
）

　『子どもたちとこの国の未来のために～今、求められる附属の「改革」と「周知」～』をスローガン
に、第９回全国大会を開催します。昨年、国立教員養成大学・学部、大学院、附属学校の改革に関する
有識者会議の報告書が公表され、公私立とは異なる国立大学附属学校としての存在意義・役割・特色の
明確化が求められています。国立大学附属学校として、公共性に基づいた「改革」と「周知」が求めら
れている今、この大会で共に学び、情報を交換し、この国の未来について考察します。多くの皆様のご
参加をお待ちしています。また、次号の『附属だより』で皆様に報告させていただきます。（宮永　尚）

全附P連PTA研修会 第９回全国大会 ９月28日（金）～29日（土）
ハイアットリージェンシー東京

日程
場所

第 8 回
全国大会
の様子

9:00 10:00 11:30 開会（12:30） 14:15 14:35 15:50 16:20 18:00 18:30 20:30
第１日 ９月28日（金）

受付
昼 

食
休 

憩
休 

憩
休 

憩

オプションプログラム
教育後援会
基本セミナー

受付
開会行事 基調講演

鈴木 大地 氏（スポーツ庁
長官　　 ）

スポーツが変える。未来を創る。
附属セミナー1

〈パネル展示〉絵画コンクール入賞作品・特支記念品展示

〈パネル展示〉絵画コンクール入賞作品・特支記念品展示 13:30 展示終了

情報交換会
テーマ別分科会1～3

幼稚園部会
特別支援部会

教育後援会会長会

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

8:30 9:00 10:30 10:50 閉会（12:45） 13:00 14:30
第２日 ９月29日（土）

Ⅵ Ⅶ Ⅷ

受付 休 

憩
附属セミナー2

クロージングセミナー
茂木健一郎 先生

脳科学から見た、これからの学び、附属の可能性

オプションプログラム
幼稚園、特別支援

希望者対象
ランチミーティング

国立大学
附属学校の教育

昨年の「国立大学附属学校のすべて」
発刊に続く第２弾！

10月初旬
全国一斉発売!!

　昨年、発刊されたムック本『国立大学附属学校のすべ
て』は、みなさまのご協力のおかげで、好評とともに全国
で発売され附属学校にとって大きな周知を得る機会となり
ました。
　その実績から、このたび、第 2弾『国立大学附属学校の
教育』が発刊されることとなりました。
　附属学校ならではの先進的、公益的・公共的な研究事例
が発表される場となる予定です。
　この発刊が継続され、附属学校の社会的使命、公共性・
公益性がさらなる周知の機会を得るために、引き続きみな
さまのご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

全国国立大学附属学校
教育後援会連絡協議会

報
告

約100名の出席を頂いた総会の様子

　
平
成
30
年
度
の
全
国
国
立

大
学
附
属
学
校
教
育
後
援
会

連
絡
協
議
会
の
総
会
が
6
月

2
日
お
茶
の
水
女
子
大
学
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

10
月
の
全
国
大
会
の
折
に
設

立
さ
れ
た
当
会
で
す
が
、
設

立
に
奔
走
さ
れ
た
久
保
眞
司

理
事
長
が
勇
退
さ
れ
、
私
が

理
事
長
職
を
引
継
ぐ
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
全
国
の
学
校

園
に
あ
る
後
援
会
で
す
が
、

そ
の
形
態
は
様
々
で
各
会
の

会
長
様
が
不
安
に
思
う
と
こ

ろ
も
あ
り
つ
つ
寄
付
金
募
集

活
動
を
行
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。
ま
ず
情
報
の
共
有

化
を
図
り
、
会
員
の
皆
様
の

お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
な

連
絡
協
議
会
で
あ
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

�

理
事
長
　
小
出
　
克
元

　
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
を
全
国
へ
展
開
し
て

い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
は
講
師
と
な
る
『
あ

い
サ
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
』
を
養
成
す

る
こ
と
が
急
務
で
し
た
。
そ
こ
で
全
附
P

連
で
は
、
今
年
3
月
に
理
事
・
評
議
員
を
中

心
に
「
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
」（
85
分
）

お
よ
び
研
修
講
師
養
成
の
た
め
の
「
あ
い
サ

ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
講
習
」（
3
時
間
）

を
行
い
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
、
財
務
省
か

ら
も
参
加
者
を
得
て
、
27
名
が
メ
ッ
セ
ン

ジ
ャ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
講
習
の
中
で
、
附

属
学
校
の
リ
ソ
ー
ス
を
活
か
し
た
専
門
家
と

の
連
携
と
し
て
、
筑
波
大
学
附
属
大
塚
特
別

支
援
学
校
の
森
澤
先
生
に
、「
知
的
障
害
児
・

者
へ
の
対
応
と
そ
の
サ
ポ
ー
ト
方
法
」
に
つ

い
て
講
義
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
全
国
9
地
区
で
「
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー

研
修
」
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
竹
川
裕
之
）あいサポートメッセンジャー講習

あいサポート運動を全国へ！ 　
全
附
P
連
で
は
、今
年
も
「
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー

研
修
」
の
実
施
校
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
奮
っ
て

ご
応
募
下
さ
い
。

障
が
い
を
知
り
、

�

共
に
生
き
る


